
こんにちは　皆野町議会です！

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11 月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ” で検索してください。

平成25年９月定例会
2013 年 11 月 1 日 発 行

第７号
埼玉県皆野町議会

９月定例会
　議会はここに注目しました！

　　平成24年度決算を認定

P.2

P.6

P.10一部事務組合議会
議員からの報告

町に聞きました
　5名の議員が一般質問

み〜な

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「宝登山南面より新皆野橋を望む」
旧金崎神社の上、眼下に皆野市街地、中央
に新皆野橋、遠景に秩父市、武甲山を一望
できます。秩父盆地の新たな
一面が見られる
“皆野町のビューポイント”
として今後期待される所です。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

 平成 25 年　第３回（９月）定例会

42
億
２
１
１
８
万
円

一般
会計
歳
入

歳
出

40
億
６
５
５
８
万
円

平
成
24
年
度
決
算
を
認
定

　

皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
11
日
～
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
長
提
出
議
案
12
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
し
ま

し
た
。
請
願
第
１
号
「
新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
委
員
会
付
託
と
し
、
要
望
第
１
号
に
つ
い

て
は
採
択
し
、議
員
発
議
の
「
意
見
書
」
を
政
府
へ
提
出
し
ま
し
た
。（
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
5
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
活
性

化
や
住
み
や
す
い
町
政
推
進
に
向
け
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑

町
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
平
成

23
年
度
に
比
べ
２
０
３
７
人
の
減
、

10
年
前
と
比
較
す
る
と
約
２
万
１
０

０
０
人
の
減
少
で
す
。
町
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答
弁
利
用
者
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
因
な
ど
検
証
し
て
み
た
い
と
考

え
ま
す
。

質
疑

中
学
生
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
は
延
べ
で
１
２
９
人
が
接
種

し
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
し

み〜な

こ
こ
を

聞
く
！

主
な
質
疑

皆野小学校体育館
耐震補強工事（教育費）

4681 万円

２

防災行政無線施設
　　　　　　　　　整備事業（消防費）

１億 2739 万円※平成 24 年度分

１

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

審
議
し
た
議
案

遊具 整備事業（民生費）

379 万円

 6

町のお金の使い方
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 3

平成 24 年度 決算を認定

１ ２ヵ年にまたがる継続事業。
子局（屋外放送塔）67 局、個
別受信機等で対応。停電時 24
時間使用可能。平成 25 年 11
月供用開始予定。

 2 学校施設の「耐震化」は完了。
　 3 平成 24 年 10 月に既存施設「皆
野農産物直売所」を中心にして
オープンした「道の駅みなの」。
予想を上回る利用客でにぎわっ
ている。整備課題として「トイ
レ」の増設等がある。

 4 省エネと器具の長寿命化を目
的に「緊急雇用創出県補助金」
を活用して 890 基をＬＥＤに
交換。

　  （設置者等が不明であった「防
犯灯」は、平成 25 年度中に69
基「ＬＥＤ化」する予定）

 5 「原発」事故以降、特に「自
然エネルギー」を活用した発
電設備として利用者が増えてい
る。

 6 町内各地区にある遊具の整備。

議会はここに注目しました！

3398 万円

防犯灯
ＬＥＤ   化 事業

（労働費）

 4

400 万円

５

太陽光発電設備設置費
補助事業（衛生費）

平成 24 年度歳入歳出決算額
会　計 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

一 般 会 計 42 億 2118 万 6 千円 40 億 6558 万 2 千円 1 億 5560 万 3 千円

国 民 健 康 保
険 特 別 会 計

13 億 9661 万 2 千円 13 億 1850 万 4 千円 7810 万 8 千円

介 護 保 険
特 別 会 計

　 9 億 9475 万円 9 億 5786 万 6 千円 3688 万 4 千円

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計

 1 億 1891 万 7 千円 1 億 1856 万 2 千円 35 万 4 千円

合 計 67 億 3146 万 6 千円 64 億 6051 万 6 千円 　2 億 7095 万円

て
い
る
が
、
だ
る
い
・
め
ま
い
・
ま

ひ
等
の
副
作
用
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
当
町
の
実
態
は
。

答
弁
腕
に
し
こ
り
・
痛
み
が
残
る
な

ど
軽
微
な
こ
と
は
何
件
か
あ
っ
た
が
、

重
篤
な
副
作
用
の
報
告
は
さ
れ
て
い
な

い
。

質
疑

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
、
温
水

プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
施
設
の
利
用
料
・

使
用
料
に
比
べ
、
経
費
の
負
担
等
、

毎
年
度
多
額
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
い
つ
ま
で

続
け
る
の
か
。

答
弁
温
水
プ
ー
ル
は
、
町
民
の
健
康

増
進
、
リ
ハ
ビ
リ
で
の
利
用
等
、
町
民

に
役
立
っ
て
い
る
。「
ふ
れ
あ
い
館
」

に
つ
い
て
も
、
自
然
を
求
め
て
来
て
い

た
だ
く
観
光
客
に
も
っ
と
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
地
域

雇
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
可
能

な
限
り
続
け
て
い
き
た
い
。

質
疑

役
場
庁
舎
・
文
化
会
館
等
土
地

借
上
料
に
関
連
し
て
、
ほ
か
に
も
借

り
上
げ
て
い
る
土
地
も
随
所
に
あ
る
。

年
間
借
上
料
、
地
積
を
付
し
た
「
一

覧
表
」
を
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
個
人
情
報
保
護
の
関
係
も
あ
り
、

個
人
別
の
借
地
料
、
面
積
等
が
特
定
で

き
な
い
範
囲
内
で
検
討
は
し
た
い
。

質
疑
「
国
保
特
別
会
計
そ
の
他
操
出

金
」
９
３
０
０
万
円
を
一
般
会
計
よ

り
繰
り
出
し
て
い
る
が
、
他
方
「
国

保
特
別
会
計
」
で
は
約
７
８
０
０
万

円
の
繰
越
額
で
あ
る
。
時
間
的
な
ず

（40件分）

「道の駅みなの」 開設事業（商工費）

1072 万円
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工事が進む下田野橋

4

　

皆
野
町
消
防
団
第
3
分
団
（
日
野
沢
地
区
）
の
消
防

車
両
を
更
新
す
る
た
め
の
契
約
を
議
決
し
ま
し
た
。

業
務
名
…
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車

　
　
　
　
　

購
入
事
業

納
入
期
限
…
平
成
26
年
３
月
20
日

購
入
金
額
…
１
０
６
９
万
１
１
０
０
円

納
入
業
者
…
埼
玉
消
防
機
械
㈱
（
秩
父
市
）

　
　

※
参
考　

Ｗ
キ
ャ
ブ
、
３
０
０
０
㏄
、
４
Ｗ
Ｄ

　
　
　
　
　
　

第
３
分
団
…
他
に
「
小
型
ポ
ン
プ
積
載
軽

　
　
　
　
　
　

自
動
車
」
を
今
年
度
中
に
１
台
購
入
予
定

　

議
会
で
は
以
前
か
ら
下
田
野
橋
の
老
朽
化
に
よ
る

危
険
性
を
指
摘
し
、
早
期
の
新
設
を
要
求
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
い
よ
い
よ
下
部
工
と
取
付
道
路
の
工
事

請
負
契
約
を
議
決
し
ま
し
た
。

工
事
名
…
町
道
下
田
野
１
号
線
「
下
田
野
橋
」
橋

り
ょ
う
整
備
工
事
（
下
部
工
）

請
負
金
額

　

５
７
２
２
万
５
０
０
０
円

請
負
業
者

　

㈱
中
村
工
務
店

（
皆
野
町
皆
野
）

工
期

　

平
成
26
年
３
月
20
日
迄

※
参
考

　

橋
長
28
ｍ
・
幅
員
７
ｍ
・
取

　

付
道
路
約
１
４
２
ｍ
。

　

既
存
の
橋
は
歩
道
橋
と
し
て

　

活
用
予
定
。

消防車購入契約
日野沢地区の消防車が新しくなります

下田野橋新設工事請負契約
今年度は下部工工事と取付道路工事

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会　

  「
平
成
24
年
度
決
算
、
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

審
議
し
た
議
案

　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
77
条
の
規
定
に
基
づ
き
、「
皆

野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
定
め
、
子
育
て
支
援
の

あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
条
例
の
制
定
を
行
い
ま
し
た
。

（
内
容
）

＊
支
援
会
議
は
15
人
以
内
で
組
織
す
る
。

＊
委
員
の
選
任

「
子
ど
も
の
保
護
者
」「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
」「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
関
し
、
学
識
経
験
の
あ
る

者
」「
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」

＊
委
員
の
任
期
は
２
年
（
再
任
も
あ
る
）

＊
皆
野
町
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
の

計
画
（
５
年
間
）
を
作
成
し
、
検
証
作
業

も
行
い
な
が
ら
進
め
る
。

＊
平
成
25
年
10
月
１
日
施
行　
　
　

皆野町子ども・子育て支援会議条例
保護者や学識経験者など 15 人以内で構成

 平成 25 年　第３回（９月）定例会

工事等の契約や財産の取得・処分で議会の議決が必要なのはどんな場合ですか？
工事等の契約は予定価格5000万円以上、財産の取得・処分については予定価格700万円以
上の場合です。

れ
と
の
関
係
と
思
う
が
説
明
を
。

答
弁
「
そ
の
他
操
出
金
」
は
、
国
保
財
政
の

赤
字
補
填て
ん
に
操
り
出
す
も
の
で
す
。
補
正
す

る
段
階
で
「
年
度
末
の
医
療
費
」
を
推
計
す

る
が
、
結
果
的
に
こ
う
し
た
金
額
を
繰
り
越

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

質
疑

平
成
24
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、
一

般
会
計
分
だ
け
で
も
約
17
億
５
１
４
０
万

円
。
そ
の
う
ち
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
は

約
６
億
６
４
０
０
万
円
、
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
弁
当
面
す
る
「
消
防
団
再
編
」
に
伴
う
事

業
費
。
道
路
、
建
物
な
ど
の
建
設
資
金
と
し

て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
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平成 25 年度皆野町一般会計補正予算（第 2 号）

質
疑

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
資

金
助
成
金 

は
、

制
度
改
正
に

よ
っ
て
利
用

者
が
増
え
て

い
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

答
弁

当
初
予

算
で
は
25
件
分

１
０
０
万
円
で
し
た
。
８
月
末
現
在
の
申

請
が
19
件
あ
り
、
14
件
分
の
増
額
補
正
を

組
み
ま
し
た
。
制
度
改
正
に
よ
る
増
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

質
疑

里
山
・
平
地
林
再
生
事
業
委
託
料 

に
つ
い
て
、
美
の
山
の
不
用
樹
木
の
伐
採

等
と
の
説
明
で
し
た
。
事
業
名
称
に
ふ
さ

わ
し
い
「
整
備
候
補
地
」
も
ほ
か
に
あ
る

と
思
い
ま
す
が
。

答
弁
「
緑
の
基
金
」
を
活
用
し
た
県
の
新

し
い
補
助
事
業
で
、
景
勝
地
や
観
光
地
周

辺
の
森
林
等
を
整
備
す
る
場
合
の
補
助
制

度
で
す
。
整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

質
疑

防
災
倉
庫 

を
町
内
７
ヵ
所
に
設
置

と
の
説
明
で
す
が
、
具
体
的
な
設
置
場
所
、

ま
た
常
備
品
に
つ
い
て
は
。

答
弁
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
皆
野
小
・

国
神
小
・
旧
金
沢
小
・
三
沢
小
・
皆
野
中
・

わ
く
・
ワ
ク
セ
ン
タ
ー
・
役
場
の
敷
地
内
で

す
。
非
常
食
ア
ル
フ
ァ
米
・
水
・
防
災
用

食
器
セ
ッ
ト
・
毛
布
・
救
急
箱
等
を
備
蓄

す
る
予
定
で
す
。

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
５
７
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
42
億
３
５
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
決
定
、
決
算
確
定
に
よ
る
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
。

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
追
加
・
増
額
補
正
は
、
里
山
・
平
地
林
再
生
事
業
委
託
料
、

防
災
倉
庫
整
備
費
の
追
加
、介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金
、
町
営
住
宅
居
室
リ
フ
ォ
ー
ム
費
、
道
路
改
良
工
事

費
の
増
額
等
々
で
す
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　昨年９月定例会において、地球温暖化に関
する「地方財源を確保・充実する仕組み」の
構築を求める意見書が採択されました。その
結果、当町を含め、全国の 585 市区町村議会
は、政府並びに国会に対して強力に活動を実
施しました。しかし、制度創設には至らなかっ
たことにより、森林・林業・山村対策を早急
に推進するための、地方財源を確保・充実す
る仕組みを求める意見書です。

　主な内容は、自然災害などの驚異から国民
の生命財産を守るための森林・林業・山村対
策の抜本的な強化を図ることに加え、二酸化
炭素吸収源として最も重要な機能を有する森
林の整備・保全等を推進する市町村の役割を
踏まえ「石油石炭税の税率の特例」による税
収の一定割合を、森林面積に応じて譲与する
仕組みの構築を求めるものです。

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する
地方の財源確保」のための意見書
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９
月
定
例
会　

  「
平
成
24
年
度
決
算
、
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20〜 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具

ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

しさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ

行側 に考
かんが

えを聞
き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて

聞
き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。なお、議

ぎいん
員１

ひとり
人あたりの  持

も
ち時

じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

平成 25 年９月定例会で審議された議案 審議結果

平成 24 年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 25 年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

皆野町子ども・子育て支援会議条例の制定について 原 案 可 決

皆野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町生活改善センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

工事請負契約の締結について 原 案 可 決

備品購入契約の締結について 原 案 可 決

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出について 委員会付託

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書の採択に
ついて 採 択

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書の提出に
ついて 原 案 可 決

町

長

提

出

議

案

請

願
・

要

望
・

発

議

小杉修一 議員
　　1. 親鼻橋下の河原の管理について
　　2. 「道の駅みなの」周辺の下水道計画
　　　区域編入について

常山知子 議員
　　1. 皆野町の活性化について
　　2. 国神小学校プール新設について

林　　豊 議員
　　1. 町の観光事業への取り組みについて
　　2. 日独友好事業について
　　3. 町・県等への質問・調査依頼の扱い
　　    について

新井康夫議員
　　1. お出かけタクシーについて
　　2. 職員採用について
　　3. 皆野橋について

内海勝男 議員
　　1. 防災行政無線整備の進捗状況について
　　2. 上水道整備と人的支援について
　　3. 道の駅「観光トイレ」の整備 について

　9月定例会では、町民を代表して５名の議員が13項目の質問を行いました

一 般 質 問 項 目
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町に聞きました「 一 般 質 問 」

町
内
に
あ
る
企
業
を
大
事
に

し
な
が
ら
地
元
に
合
っ
た
産

業
を
つ
く
り
、
町
が
主
体
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
町
の
考
え
は
。　

地
域
の
活
性
化
は
大
変
重
要

で
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。
企

業
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
広

大
な
用
地
を
必
要
と
す
る
た
め
、
無

理
で
す
。

　
「
道
の
駅
み
な
の
」
は
販
売
額
増
加

で
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
花
を
中
心
と
し
た
観
光
、　

イ
ベ

ン
ト
の
振
興
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
新
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

進
ん
だ
市
町
村
の
取
り
組
み

を
学
び
な
が
ら
加
工
セ
ン

タ
ー
を
つ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
な
ど
町
の
将
来
を
見
据
え
た
施

策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
費
と
収
益
を
差
し
引
き
、

地
域
の
人
に
ど
れ
だ
け
還
元

で
き
る
か
が
一
番
問
題
で
す
。

大
渕
か
ら
破
風
山
へ
登
る「
皆

野
ア
ル
プ
ス
コ
ー
ス
」
を
宣

伝
し
、
登
山
道
の
整
備
等
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ー
ス
の
整
備
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

「
国
神
小
プ
ー
ル
の
新
設
」
に

つ
い
てプ

ー
ル
の
中
に
大
量
の
さ
び

が
流
出
す
る
事
故
や
老
朽
化

で
危
険
箇
所
が
多
く
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
面
が
心
配
で
す
。
プ
ー

ル
の
新
設
を
要
望
し
ま
す
。

修
理
し
な
が
ら
使
用
し
、現
在

は
新

設
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

常
山
知
子 

議
員
が
問
う

「
皆
野
町
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

道
の
駅
周
辺
の
下
水
道
化
に
向
け
て

「
道
の
駅
み
な
の
」
の
浄
化

槽
の
処
理
能
力
の
限
界
や
、

周
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
の

惣
菜
加
工
場
か
ら
の
排
水
等
を
考
え

る
と
、
当
地
区
の
下
水
道
化
は
迅
速

に
推
進
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

今
般
、
皆
野
・
長
瀞
上
下
水
道
組

合
で
そ
れ
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し

た
が
、
総
工
費
と
県
等
か
ら
の
助
成

の
見
通
し
及
び
皆
野
町
の
拠
出
金
の

計
画
を
伺
い
た
い
。

総
工
費
は
３
８
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
内
訳
は

県
補
助
金
が
半
額
、
起
債
が
半
額
に

な
り
ま
す
。
起
債
金
の
44
・
８
％
を
皆

野
町
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
布
設
を
待
た
れ
る
地
域

の
方
々
へ
の
対
応
は
、
皆
野
・
長
瀞

上
下
水
道
組
合
の
広
報
に
よ
る
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
下
水
道
計
画
区

域
内
に
あ
り
、
今
年
度
改
良

工
事
が
施
工
さ
れ
る
土
京
の
町
道
47

号
線
な
ど
は
、
こ
の
際
、
下
水
道
も

布
設
で
き
な
い
も
の
か
。

二
重
投
資
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
報
５
月
号
で
町
内
の
水
質

検
査
が
良
好
と
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
道
の
駅
や
周
辺
の
建
物
か

ら
の
排
水
が
流
入
す
る
小
倉
沢
な
ど

は
以
前
よ
り
近
隣
か
ら
汚
れ
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
沢
は
な
ぜ

検
査
を
し
な
い
の
か
。

な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

特
に
理
由
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

小
杉
修
一 

議
員
が
問
う

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具

ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

しさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち
執
しっこうがわ

行側 に考
かんが

えを聞
き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて

聞
き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。なお、議

ぎいん
員１

ひとり
人あたりの  持

も
ち時

じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。
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新
井
康
夫 

議
員
が
問
う

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
の
制
度
見
直
し
を

こ
と
し
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
は
、

利
用
し
た
運
賃
の
半
額
相
当
分
を
助

成
す
る
も
の
で
「
70
歳
以
上
」「
運
転

免
許
証
を
持
た
な
い
方
」「
最
寄
り
の

駅
や
バ
ス
停
か
ら
概
ね
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
地
区
に
住
む
方
」
に
１

枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
助
成

(

年
間
20
〜
１
０
０
枚
、
ほ
か
に
条
件

あ
り
）
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

に
住
む
町
民
で
通
院
や
買
い
物
等
で

困
っ
て
い
る
人
は
大
勢
い
る
。
タ
ク

シ
ー
の
助
成
金
額
・
回
数
を
少
な
く

し
て
で
も
町
内
全
域
を
対
象
に
し
た

制
度
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

こ
と
し
６
月
に
配
布
さ
れ
た
皆
野

町
地
域
福
祉
計
画
策
定
の
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
町
に
望
む
優
先

し
て
充
実
す
べ
き
施
策
は
」
と
の
質

問
に
「
高
齢
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」
の
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
福
祉
計
画
の
最
終
目
標

は
「
町
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
、
自

立
し
た
生
活
を
送
り
続
け
ら
れ
る
こ

と
」
と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
障
が

い
の
あ
る
人
は
「
別
の
支
援
を
活
用

し
た
い
、
ど
こ
か
で
線
引
き
が
必
要

で
あ
り
、
大
幅
に
見
直
し
は
し
な
い
」

と
の
回
答
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
や
福
祉
計
画
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
も
制
度
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
す
べ
て
の
制
度
を
検

証
し
た
い
。

９
月
定
例
会　

  「
平
成
24
年
度
決
算
、
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

町
が
主
体
で
し
っ
か
り
と

林　

豊 

議
員
が
問
う

観
光
事
業
は
町
・
観
光
協
会
・

商
工
会
と
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。

観
光
協
会
は
事
務
局
が
町
の
産
業
観

光
課
で
も
あ
る
し
、
こ
の
際
、
町
が

主
体
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
美
の
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道

な
ど
、
一
部
、
道
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
ほ
ど
荒
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
団

体
が
ば
ら
ば
ら
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
の
整
備
も
町
が
主
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
の
観
光
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
主
体
は
町
で
も

観
光
協
会
で
も
民
間
で
も
個
人
で
も

よ
し
で
、
各
種
多
様
な
観
光
振
興
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
以
前
は
緊
急
雇
用
等
の
事
業
で

行
っ
て
い
た
。
今
は
そ
れ
も
な
い
の

で
、
町
単
独
で
や
る
か
、
県
の
補
助

を
も
ら
う
か
し
て
、
積
極
的
に
や
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

日
独
友
好
事
業
は
、
約
25
年

間
に
９
回
の
訪
問
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
資

料
が
な
い
。
以
前
よ
り
そ
の
資
料
を

ま
と
め
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

大
ま
か
な
経
過
等
に
つ
い
て

は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
各

回
の
細
か
な
経
過
や
内
容
に
つ
い
て

は
か
な
り
以
前
の
も
の
も
あ
り
、
残

念
な
が
ら
散
逸
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
日
独
友
好
協
会
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
も

今
後
可
能
な
限
り
記
録
と
し
て
残
し

て
い
け
る
よ
う
整
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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現
在
「
水
道
の
広
域
化
」
に

つ
い
て
の
動
き
も
あ
り
ま
す

が
、
町
内
に
お
け
る
上
水
道
「
未
整

備
地
域
」
の
解
消
に
向
け
た
大
ま
か

な
整
備
方
針
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
既
に
「
水
道
公
営
化
」
の

請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
地
域
の「
小

規
模
水
道
組
合
」
か
ら
「
組
合
員
の

高
齢
化
に
伴
い
、
水
源
の
維
持
・
管

理
な
ど
一
段
と
大
変
に
な
っ
て
い
る
」

と
、
町
に
対
し
て
「
人
的
支
援
」
の

要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。「

広
域
化
」
と
の
関
係
で
は
、

一
つ
の
案
と
し
て
「
自
然
流

下
」
で
対
応
で
き
る
「
未
整
備
地
域

の
公
営
化
」
は
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
旧
三
沢
・
旧
金
沢

簡
易
水
道
浄
水
場
に
つ
い
て
は
廃
止

の
方
向
で
の
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
規
模
水
道
組
合
は
、
三

沢
地
区
に
７
組
合
、
日
野
沢
地
区
に

３
組
合
、
国
神
地
区
に
１
組
合
の
計

11
組
合
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
組
合

の
「
整
備
や
管
理
」
に
つ
い
て
は
、「
小

規
模
水
道
施
設
等
補
助
金
交
付
要
綱
」

に
基
づ
い
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
水
源
の
維
持・管
理
の
「
人
的
支
援
」

に
つ
い
て
は
、「
濾
過
砂
洗
浄
作
業
委

託
料
」
と
同
様
に
、
50
％
の
補
助
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

内
海
勝
男 

議
員
が
問
う

上
水
道
整
備
と
小
規
模
水
道
の

　
　
　
　
「
人
的
支
援
」
に
つ
い
て

議会の活性化に向けて
　千葉県長生村議会の「議会活性化の取り組み状況
について」と、工場見学として「ハイパーサイクルシ
ステムズ」を研修してまいりました。
　長生村は房総半島九十九里浜に面し、東京から60
キロメートルの距離にあります。村とはいえ人口1
万4934人、世帯数は5688世帯あり、太平洋の黒潮
による影響を受け、年間を通じて温暖な気候に恵まれ
ているところです。産業は、農業、漁業のほか工業団
地もあり、人口も増加傾向にあるとのことです。議会
の活性化については、議会基本条例を制定し、「議会
と議員の活動」「執行機関との関係」「議会と議決事件
の拡大」「住民との関係」「議会運営の原則」などを定
めています。

　また、通年議会（会期は１月から翌年の議会招集日
の前日まで）として、一年中議会が開かれています。
本会議は、定例月として３月、６月、９月、12月に、
議会運営委員会が執行機関と協議して、招集と再開を
しています。皆野町議会もこのような活性化に取り組
むことが必要ではないかと感じました。

（  議会運営委員会委員長　四方田　実）

見てきました！ 先進地

議会運営委員会

　8/29・30（千葉県長生村）
視察レポート
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一部事務組合議会
　　　　　議員からの報告
今回はその活動について、報告を兼ねてお知らせします。

本欄２度目の担当となりました。１度目は「議会だより
の編集に当たっては、わかりやすさと不偏を基本方針と
する」と記しましたが、町民の皆様はどのように感じて
いるでしょうか。ただし本欄については、編集方針とし
て「筆者の自由な記述の場」と位置づけていますので、
考え方の違いや多少の左右への振れについてはご容赦願
います。議会だよりは県内63市町村議会中59議会が
重要な情報伝達手段として発行しています。今後も議会
の充実はもとより、議会だよりも「伝える広報から伝わ
る広報」へと紙面づくりに努力してまいります。（Ｙ・Ａ）

主要事業の進捗状況について　　　　　　　　秩父広域市町村圏組合議会
　秩父広域市町村圏組合では、次のような主要事業を推進しています。

その進捗状況を

報告いたします。

（報告…大野喜明）　

　　

　委員長 内海勝男　副委員長 新井康夫
　委　員 林　 豊・大野喜明・新井達男・常山知子

議会だより編集委員会  「私たちが編集しています！」

ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

編集後記

平
成
25
年
９
月
定
例
会

2013
年
11月
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行
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町民の皆様より、議会
だよりに関するご意見
を募集いたします。

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒 369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野 1420-1

次の議会は
12 月中旬頃に

　開催の予定です。 み〜な

FAX

メール

傍聴、お待ちしています

水道広域化について
　…１市４町が同じ方向で進むことで承認…　　　　皆野・長瀞上下水道組合議会
　当組合では、平成 23 年度から平成 32 年度を目標に水道の広域化を進めてまいります。

　３月 19 日に全員協議会が開催され、水道ビジョンの説明を受けました。水道事業は、昭

和 41 年に給水開始以来 45 年を経過し、老朽化問題や耐震化対策等、１自治体の対応では難

しい課題です。

　組合では、水道ビジョンの冊子を作成し、皆様のご理解を求めていく方針です。

　９月５日、皆野町・長瀞町議会全員協議会が開催されました。議題は、水道広域化準備室

の設置に関する覚書についてです。１市４町が足並みを揃え、同じ方向に進むことで承認さ

れ、水道広域化の実現に向け努めていきます。（報告…宮前　司）

事業名 事業年度 総事業費 完成予定 工事場所・備考

新 火 葬 場 建 設 Ｈ 25 〜 28 18 〜 19 億円（概算）Ｈ 29 . 2 全面運用開始 現火葬場・市営馬場

秩父クリーンセンター
基 幹 整 備 改 良 工 事 Ｈ 24 〜 26 20 億 1768 万円 Ｈ 26 . 12 . 31 現クリーンセンター

（発電設備を設置）

秩 父 消 防 署
救急無線デジタル化 Ｈ 25 〜 26 3 億 4650 万円 Ｈ 27 . 3 . 31 現秩父消防署

秩 父 消 防 署
南 分 署 庁 舎 建 設 Ｈ 24 〜 25 2 億2690万 5000 円 Ｈ 25 . 12 運用開始 秩父市荒川

秩 父 消 防 署
西 分 署 庁 舎 建 設 Ｈ 25 〜 26 3 億  769 万 5000 円 Ｈ 27 . 3 . 31 小鹿野町三田川


